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診断データの収集

手動でのサポートデータの収集

ストレージアレイに関するさまざまな種類のインベントリ、ステータス、およびパフォ
ーマンスデータを1つのファイルに収集できます。テクニカルサポートは、このファイル
をトラブルシューティングや詳細な分析に使用できます。

タスクの内容

[NOTE]

====

AutoSupport 機能が有効になっている場合は、* AutoSupport *タブに移動し、*

AutoSupport ディスパッチを送信*を選択して、このデータを収集することもできます。

====

収集処理は一度に1つだけ実行できます。別の処理を開始しようとすると、エラーメッセージが表示

されます。

[NOTE]

====

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

====

.手順

. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

. 「サポートデータの収集」を選択します。

. [*Collect*]( 収集 ) をクリックします

+

ブラウザのDownloadsフォルダにという名前でファイルが保存されます `support-

data.7z`。シェルフにドロワーが搭載されている場合、そのシェルフの診断データはという別の圧

縮ファイルにアーカイブされます `tray-component-state-capture.7z`。

. テクニカルサポートの指示に従って、ファイルをテクニカルサポートに送信します。

[[ID8d2c941a8020977df2d72b9072b67fe1]]

= 構成データの収集

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-support/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/
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[role="lead"]

ボリュームグループとディスクプールのすべてのデータを含むRAID構成データをコントローラから

保存できます。その後、データのリストアについてテクニカルサポートにお問い合わせください。

.タスクの内容

このタスクでは、RAID構成データベースの現在の状態を保存する方法について説明します。このデ

ータは、コントローラのRPAメモリ位置から取得されます。

[NOTE]

====

構成データの収集機能では、のCLIコマンドと同じ情報が保存されます `save storageArray

dbmDatabase`。

====

このタスクは、Recovery

Guruの処理またはテクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

.手順

. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

. [ 構成データの収集 *] を選択します。

. ダイアログボックスで、* Collect *をクリックします。

+

ファイルが `configurationData-<arrayName>-<dateTime>.7z`ブラウザの

Downloadsフォルダに保存されます。

.

ファイルの送信とシステムへのデータのロードの詳細については、テクニカルサポートにお問い合

わせください。

[[ID915df5ff38a4517e985ba8f53d17ca21]]

= リカバリサポートファイルの取得

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-support/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

テクニカルサポートは、リカバリサポートファイルを使用して問題のトラブルシューティングを行

うことができます。これらのファイルはSystem Managerで自動的に保存されます。

.開始する前に
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テクニカルサポートから、トラブルシューティング用に追加のファイルを送信するように依頼され

ました。

.タスクの内容

リカバリサポートファイルには、次のタイプのファイルが含まれます。

* サポートデータファイル

* AutoSupportの歴史

* AutoSupportログ

* SAS / RLS診断ファイル

* リカバリプロファイルデータ

* データベースキャプチャファイル

.手順

. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

. リカバリサポートファイルの取得*を選択します。

+

ダイアログボックスに、ストレージアレイで収集されたすべてのリカバリサポートファイルが表示

されます。特定のファイルを検索するには、任意の列を並べ替えるか、*フィルター*ボックスに文

字を入力します。

. ファイルを選択し、*ダウンロード*をクリックします。

+

ブラウザのDownloadsフォルダにファイルが保存されます。

. 追加のファイルを保存する必要がある場合は、前の手順を繰り返します。

. [* 閉じる * ] をクリックします。

. テクニカルサポートの指示に従って、ファイルをテクニカルサポートに送信します。

[[ID69864d621a88c35dcd813849b0eecf71]]

= トレースバッファの取得

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-support/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラからトレースバッファを取得し、分析用にファイルをテクニカルサポートに送信でき

ます。

.タスクの内容
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ファームウェアはトレースバッファを使用して、デバッグに役立つ可能性のある処理（特に例外条
件）を記録します。トレースバッファを取得する際、ストレージアレイの処理を中断することなく

、パフォーマンスへの影響を最小限に抑えることができます。

[NOTE]

====

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

====

.手順

. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

. [トレースバッファの取得*]を選択します。

. トレースバッファを取得する各コントローラの横にあるチェックボックスを選択します。

+

一方または両方のコントローラを選択することができます。チェックボックスの右側にあるコント

ローラステータスメッセージが[Failed]または[Disabled]の場合、このチェックボックスは無効

になります。

. 「 * はい * 」をクリックします。

+

ブラウザのDownloadsフォルダにファイル名が付けられて保存され `trace-buffers.7z`ます。

. テクニカルサポートの指示に従って、ファイルをテクニカルサポートに送信します。

[[IDe696f665b57fb1c3fd3f7f2400259518]]

= I/Oパス統計の収集

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-support/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

I/Oパス統計のファイルを保存して、分析用にテクニカルサポートに送信できます。

.タスクの内容

テクニカルサポートは、I/Oパス統計を使用してパフォーマンスの問題を診断します。アプリケーシ

ョンのパフォーマンスの問題は、メモリ利用率、CPU利用率、ネットワーク遅延、I/O遅延などの問

題が原因で発生することがあります。I/Oパス統計はサポートデータの収集時に自動的に収集されま

すが、手動で収集することもできます。また、AutoSupportを有効にしている場合は、I/Oパス統

計が自動的に収集されてテクニカルサポートに送信されます。

I/Oパス統計の収集を確定すると、I/Oパス統計のカウンタはリセットされます。あとで処理をキャ
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ンセルした場合でも、カウンタはリセットされます。カウンタは、コントローラのリセット（リブ

ート）時にもリセットされます。

[NOTE]

====

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。

====

.手順

. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

. [*Collect I/O Path Statistics*]を選択します。

. と入力して処理を確定し `collect`、*[収集]*をクリックします。

+

ブラウザのDownloadsフォルダにファイル名が付けられて保存され `io-path-

statistics.7z`ます。

. テクニカルサポートの指示に従って、ファイルをテクニカルサポートに送信します。

[[ID2be0b7ae583d51246103a73a7fcf1db2]]

= ヘルスイメージの取得

:allow-uri-read:

:experimental:

:icons: font

:relative_path: ./sm-support/

:imagesdir: {root_path}{relative_path}../media/

[role="lead"]

コントローラのヘルスイメージを確認できます。ヘルスイメージは、コントローラのプロセッサメ
モリの生データダンプです。テクニカルサポートは、コントローラの問題を診断するために使用で

きます。

.タスクの内容
ファームウェアが特定のエラーを検出すると、自動的にヘルスイメージが生成されます。ヘルスイ
メージが生成されると、エラーが発生したコントローラがリブートし、イベントがイベントログに

記録されます。

AutoSupportを有効にしている場合は、ヘルスイメージがテクニカルサポートに自動的に送信され

ます。AutoSupportを有効にしていない場合は、ヘルスイメージを取得して分析用に送信する手順

について、テクニカルサポートにお問い合わせください。

[NOTE]

====

この処理は、テクニカルサポートから指示があった場合にのみ実行してください。
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====

.手順

. メニューを選択します。Support（サポートセンター）> Diagnostics（診断）タブ。

. [ヘルスイメージの取得]を選択します。

+

ファイルをダウンロードする前に、詳細セクションでヘルスイメージのサイズを確認できます。

. [*Collect*]( 収集 ) をクリックします

+

ブラウザのDownloadsフォルダにという名前でファイルが保存されます `health-image.7z`。

. テクニカルサポートの指示に従って、ファイルをテクニカルサポートに送信します。

:leveloffset: -1

:leveloffset: -1

<<<
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